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HPはこちらから！

平和の礎

発行元：全国大学生活協同組合連合会｜執筆者：西谷颯太（全国学生委員会）
お問い合わせ：Peace Now! セミナー事務局（ nfuca-PeaceNow@univ.coop） 

6月23日は、沖縄戦の犠牲者の霊を慰め世界の恒久平和を願う「慰霊の日」として県の条例で定められています。

Ｑ.沖縄で何があったのか？
　沖縄では、太平洋戦争末期に県民を巻き込んだ地上戦が行われました。太平洋戦争の開戦以来、日本軍はミッド
ウェー海戦での敗退を境に徐々に後退することとなり、本土防衛の最後の拠点を沖縄としました。
　米軍は、沖縄攻略を正式に決め、1944年10月10日に米軍は沖縄本島に大規模な空襲が行われました。1945年
4月1日に米軍は1,500隻近い艦船と延べ約54万人の兵員をもって沖縄本島に上陸を開始し、ここから約3～5か月
にわたって沖縄戦が行われました。

Ｑ.なぜ6月23日？
　81年前の6月23日は沖縄戦における日本軍の組織的戦闘が終わった日とされているからです。この日、第32軍
司令官の牛島満中将が自決し、日本軍の指揮系統が崩壊しました。しかし、その後も一部の場所では戦闘が続き、
命を落とされた方もいます。
　現在、6月23日は沖縄県内にある小学校・中学校・高校・大学は原則お休みです。また、祈念式典が行われる
沖縄県平和祈念公園にある資料館は無料開放され、多くの方が見学に訪れます。

Peace Now!Okinawa2026の実行委員長・企画局長・
事務局次長と2025の企画局長が式典に参加しました。

　名称の由来: 「礎(いしじ)」とは、建物の基礎を意味する
「いしずえ」を沖縄方言で「いしじ」と発音することから
来ています。
建設の趣旨: 沖縄の歴史と風土の中で培われ、「平和のここ
ろ」を広く内外にのべ伝え、世界の恒久平和を願い、国籍や
軍人、民間人の区別なく、沖縄戦などで亡くなられたすべて
の人々の氏名を刻んだ記念碑として 1995 年 6 月 23 日に
建設されました。

当日の様子を見てみて
　式典が始まる前に余裕をもって到着しましたが、大変
多くの方が祈りを捧げていました。ご高齢の方だけでなく、
若い世代の方も多くいました。この平和の礎は、世代を超え
て、沖縄戦でお亡くなりになった方の存在を伝え続ける大切
なものだと感じました。

https://www.univcoop.or.jp/peacenow/index.html
https://www.univcoop.or.jp/peacenow/index.html


平和の火

式典の様子

発行元：全国大学生活協同組合連合会｜執筆者：西谷颯太（全国学生委員会）
お問い合わせ：Peace Now! セミナー事務局（ nfuca-PeaceNow@univ.coop） 

　沖縄戦最初の上陸地である座間味村阿嘉島で採取した火と、
広島市の「平和の灯」、長崎市の「誓いの火」から分けていただ
いた火を合火し、1991 年から灯し続けた火を1995 年 6 月 23
日の「慰霊の日」にここに移し、灯したものです。
　世界の恒久平和を願い、戦争の犠牲者に対する追悼の意を
示し、戦争の惨禍を繰り返さないという強い意志を象徴して
います。

　11:50～13:00までは、令和8年沖縄全戦没者追悼式が開催
されました。沖縄県知事や総理大臣、防衛大臣も出席し、
正午からは1分間の黙とうを捧げます。
　例年、式典の様子はNHKやYouTubeで配信されるので、是非
チェックしてみてください。

式次第
1　開式の辞　2　式辞　3　黙とう　4　追悼のことば
5　献花（児童合唱）　6　平和宣言　7　「平和の詩」朗読
8　来賓あいさつ　9　閉式の辞

当日の様子を見てみて
　この日は晴天で、強い日差しがありましたが、多くの方が
火を見つめていました。写真の奥の崖から、当時の住民たちは
飛び降り、命を落としました。ここからの景色は雄大な海で
きれいですが、ここから命を落とした人がいると想像すると、
胸が苦しみでいっぱいになります。

当日の様子を見てみて
　会場には遺族の方や一般参列者の方、報道関係者など様々な方
が参加されていました。
　ニュースにもなりましたが、高市首相の挨拶の時には、一部の
方からヤジが飛びました。偶然、そのそばにいましたが、その声
の大きさは高市首相の声をかき消す程でした。



参加した学生のひとこと

Peace Now!Okinawa2026は
8月31日(月)～9月2日(水)に開催予定！

※Peace Now!Hiroshima、Nagasakiも同日開催！
Peace Now!Okinawaでは、慰霊式典が行われる場所でもある

沖縄平和祈念公園でフィールドワークも行います。
現地で沖縄戦のことを知りたいと思った方は、
ぜひPeace Now! Okinawaにご参加ください！

申し込みは近日開始予定です！

Peace Now!Okinawa2026実行委員長 西谷颯太より

発行元：全国大学生活協同組合連合会｜執筆者：西谷颯太（全国学生委員会）
お問い合わせ：Peace Now! セミナー事務局（ nfuca-PeaceNow@univ.coop） 

Peace Now!2026企画局長 渡嘉敷真斗より

Peace Now!2026事務局次長 髙島竜之介より

　いつもは平穏な平和祈念公園がいつもとは雰囲気が異なり、沖縄戦で命を落とされた方々に
祈りをささげる人がたくさんいました。印象的だったことは、日本の方だけでなく、アメリカ
軍の方も平和祈念公園に訪れていたことです。
　沖縄の地上戦は日本人だけでなく、多くのアメリカ軍の方も亡くなりました。亡くなった方
の名前を記載している平和の礎には、日本人だけではなく、他国籍の方の名前もあります。
　式典では、高市首相の発言中に抗議の声が上がるなど、様々な思いが交錯した時間にもなり
ましたが、慰霊の日と通して、戦争を二度と繰り返してはいけないという気持ちを私自身は再
確認することができました。ぜひ、沖縄戦のことを調べてみてください！

　みなさんは『慰霊の日』を知っていましたか？恥ずかしながら、自分は6/23が沖縄戦の組織
的抵抗が終わった日であること、『慰霊の日』と呼ばれ式典には多くの人々が足を運ぶこと、
沖縄県の条例で学校は休校になるなど、沖縄でとても大切な日であることを初めて知りました。
　沖縄戦、特に慰霊の日は今までテレビでも観ていたか観ていないのか、、、そんな場所と時間
であり、正直なところ、どこか他人事だったと思います。ただ、実際に足を運んでみると慰霊の
日を大事にし、祈りをささげる人が多くおり、自分達もこの想いは次に繋げなければならない、
そう強く考えさせられました。今までのように他人事ではいけない、自分事として考えなければ
ならない、多くのことをまだまだ学んでいきたいと感じることができました。

　こんにちは！琉球大学のしんとです！
　沖縄県民として生まれ育った自分ですが、実は今回、初めて慰霊の日の式典に参加しました。
会場に足を運んでまず驚いたのは、「こんなにも多くの人が集まるんだ」ということです。
これまでは、慰霊の日は家で黙祷をするだけで良いと思っていました。しかし、大勢の
方々が祈りを捧げる姿を目の当たりにして、「自分も県民として、直接この場所に足を運ぶべきだったんだ」と強く
感じました。実際にその場に立つことで、ご先祖様との繋がりや、戦争で亡くなられた方々への深い慰霊の念を実感
でき、本当に参加して良かったです。
慰霊の日が、ただの“当たり前の行事”ではなく、特別な意味を持つ大切な日なのだと改めて認識できた一日でした！
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